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はじめに
2004年 12月に「発達障害者支援法」が制定され，関連法である「発達障害者支援法施行令」及び「発
達障害者支援法施行規則」も整備され，文部科学省（以下，文科省とする）から本法の施行に伴う通
達，留意すべき事項が小・中・高校に提示された。また，2007年度より，各学校に特別支援教育コー
ディネーターの指名，臨床心理士，臨床発達心理士などが派遣され，特別支援教育への取り組みが行
われている。通常学級においても，自閉症・高機能自閉症，アスペルガー症候群，ADHD（注意欠陥
多動性障害），LD（学習障害）などの生徒に対してその一人一人の教育的ニーズを把握し，持てる力
を高め，生活や学習上の困難を改善又は克服するために適切な対応を図り，必要な支援を行っていく
ことがますます重要な課題と言える。
実際に，中学・高校の通常学級に特別な教育的支援を必要とする生徒が入学する割合が年々増加し
ており（１），周囲との人間関係を円滑に構築できず不登校になっているケースが多く見られる。杉山・
原は，「通常学級に通い，知的な障害がない児童・生徒の中で広義の LD（学習障害）である『読む，
書く，計算する，聞く，話す，推論する』に著しい障害を持つ児童・生徒 4.5％，不注意と多動性 -
衝動性の問題を持つ児童・生徒 2.5％，対人関係やこだわり等の著しい問題を持つ児童・生徒 0.8％，
知的発達に遅れはないものの学習面か行動面に著しい困難を示す児童・生徒は計 6.3％という結果で
あった（２）」と示している。
筆者が勤務していた公立中学校は，様々な問題を抱える生徒が多く，実際に学級には，発達障害で
はないかと思われる生徒が数人在籍していた。そして，発達障害だけにとどまらず，いじめや不登校
などの二次的障害もからんでいた。学級担任として実際に関わったケースから見てみても，健常と障
害の境界は非常に曖昧になっており，障害から健常，健常から障害というグラデーション的な視点が
必要になっていると思われる。現場でそのような生徒達と接すれば接するほど，この先どのように社
会へ対応していくのか大変不安に思う。生徒がいろいろな問題や悩みを抱え，いじめ等の様々な問題
が生じるなかで，学級担任として発達障害に気づき，適切な支援ができなかったことをとても後悔し
ている。このようなことから，通常学級に在籍する発達障害の疑いがある生徒に対して，特別な教育
的支援が必要かつ重要であることを明らかにしたいと強く思うようになった。
文科省は特別支援教育の理念として，「特別支援教育は，これまでの特殊教育の対象の障害だけで
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なく，知的な遅れのない発達障害も含めて，特別な支援を必要とする児童生徒が在籍する全ての学校
において実施されるものである。さらに，特別支援教育は，障害のある幼児児童生徒への教育にとど
まらず，障害の有無やその他の国々の違いを認識しつつ様々な人々が生き生きと活躍できる共生社会
を形成の基礎となるものであり，我が国の現在及び将来の社会にとって重要な意味を持っている（３）」
と掲げている。換言すれば特別支援教育とは障害を持っている生徒のみに当てはまる特別な教育では
なく，どんな生徒にも当てはまる教育と言える。
本稿では，どの生徒も特別で一人ひとりにあった適切な教育が施されることが真の教育であるとい
う思いから，筆者が学級担任として関わった二分脊椎欠損という先天性の病気を抱え，LDの疑いが
あった男子生徒の事例を検証する。学級担任，保護者，スクールカウンセラーとの関わりを中心に視
点を置き，生徒の変化や育ちを考察していく。
１．勤務校の概要
筆者が勤務していた公立中学校は，全校生徒約 600人という中規模校である。生徒も地域の行事へ
頻繁に参加し，学校も体育館の貸し出しなど積極的に学校開放も行っている。生徒数は 1年生が男子
101名で女子 87名の 5クラス，2年生が男子 111名，女子 98名の 6クラス，3年生は男子 98名，女
子 101名の 5クラスで，個別支援学級は男子 3名，女子 1名の計 4名の 1クラスであった。
２．特別な教育支援を要する生徒の事例
T男　中学 1年生　男子生徒 13歳
二分脊椎欠損という先天性の病気抱えており，脊椎の末端の神経が出ている状態で生まれてきたた
め，生後 1日で手術をしたが，膀胱の伸縮がうまくいかず尿が逆流したので 3歳の時に再手術をした。
排尿の神経が麻痺しており，神経がとても弱いので，ちょっとした刺激で尿が漏れてしまう。排尿は
自分でコントロールができないため，パットを常に使用していた。病院は泌尿器科の他にアレルギー
科，リハビリ科，脳外科にかかっており 1ヶ月に 1回の割合で通院していた。気圧や空気の変化で咳
が出やすく，病気の影響で足も弱く，おしりを突き出して歩行する状態である。また，滑舌が悪くはっ
きりと言葉を発音できない状態である。常に自分が思っていることと反対のことを発言し，人の意見
を全て否定する言動が見られる。
・家族構成
父，母，兄，本人の 4人家族である。父親は仕事が忙しいが，子どもの勉強指導に熱心であり，母
親は，明るい性格で学校の指導にも大変協力的である。兄は高校 1年生で T男と同じ公立中学校に
は進学せず，私立中学に入学し付属高校に進学した。
・生育歴
父親は小学校まで T男の勉強を見ていたが，T男が一緒に勉強することを嫌がったため，今は勉強
しているかどうかの声がけを行っている程度である。母親は，T男が中学に入学したのをきっかけに
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パートの勤務を始めた。
・小学校の申し送り
学級担任がホームルームの時間に，母親が T男の病気について書いた手紙を読み，病状を説明し
たために，学級ではいじめ等もなく過ごすことができた。
2.1　本人との面談の様子
筆者の勤務校であった公立中学校では夏休み前に学級担任と生徒の二者面談を行なっていた。面談
では，T男は非常に落ち着きがなく，面談内容は母親に絶対に話さないでほしいということを訴えた。
理由を尋ねると「母親は勉強しろとうるさいから嫌いだ」と答えた。「父親のことはどう思っている
のか」という問いかけに対しては，「父親も，勉強を兄に見てもらうように言ってくるから嫌いだ」
と発言した。
面談を通して，一番の悩みはトイレについてであることがわかった。母親からは，パットを使用
しているのでトイレは一般の生徒が使用するトイレ以外のトイレを使用させてほしいという要望があ
り，教職員用トイレと保健室のトイレを使用することになっていた。教職員トイレは他の生徒の目が
あるので使用できずにいること，また，保健室のトイレでは，汚物入れにパットの替えを入れること
に躊躇してしまうことが明らかになった。改善策として，通常は保健室のトイレを使用することに決
め，トイレ内にある掃除用具入れの中に汚物入れを置くことにした。
2.2　学校生活の様子
筆者は学級担任として，絶えず T男の様子を気にかけていたが，そのことが本人の負担にならな
いように，配慮しながら声がけを行った。特に，発音がはっきりせず，内容が理解できない時もあり，
コミュニケーションの取り方が難しいと感じる場面が多くあった。
T男は誰に対しても心を閉ざしている様子で，学級でも一人で過ごすことが多かったため，いじめ
が起きていないかを心配していた。しかし，野球が大好きで，小学校から野球部に所属し，病気以外
の理由で学校を休むことは一度もなく，土日の部活にも毎回参加していた。部活に行くことが学校の
中で一番楽しいことだと話していたため，顧問に部活での様子をたずねると，行動は他の生徒より遅
くなってしまうが，特に問題もなく活動しているということであった。
筆者が終礼のために学級に入ると，T男が昼食も食べないままで机上でうつ伏せになっていた。「何
があったのか」と尋ねたところ，隣の学級の男子生徒がしつこくからかいに来て「じゃが」と呼んで
くるので，頭にきて男子生徒の指をつかんで「帰れ」と叫んで追い返したということであった。男子
生徒は素直に謝ったが，T男は「謝ってもあいつはまたやってくるから嫌いだ」と言って許すことは
しなかった。母親に報告を行うと，男子生徒と T男は同じ小学校であり，小学校から仲が悪いとい
うことがわかった。また，T男は「じゃが」というあだ名にすごく抵抗を持っていることもわかった。
T男にその後の様子を聞くと，男子生徒のからかいはなくなったということであったが，学年体制で
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男子生徒の指導を行い，注意して見守ることにした。
そのような状況の中，体育の授業中に T男が排泄をしてしまった。担当教師は他の生徒に気づか
れない前に，用具倉庫に行くように T男に指示したが，排泄に気づいた生徒もいたのではないかと
心配しており，学級担任である筆者に報告が入った。T男を探しに保健室に行くと，養護教諭から排
泄がひどく汚物の臭いもとれなかったため，家に帰るように指示したという連絡があった。家庭と連
絡をとろうとしたが，母親が仕事中だったためすぐに連絡をとることができなかった。
終礼に向かうために教室の廊下を歩いていると，他の学級から男子生徒が「くさい」，「うんちもら
したんだろ」という話し声が聞こえた。筆者は学級の生徒達がどのような対応や態度を示すのか心配
していた。しかし，予想に反して T男について発言する生徒は一人もおらず，何事もなかったかの
ように終礼が終了した。職員室に戻ろうとすると，女子生徒達が T男のために何かできることはな
いかと尋ねてきた。T男の病気のことは生徒には伝えていなかったが，出身小学校が同じである女子
生徒が病気について知っており，力になりたいという申し出があった。
夕方，母親に電話で事実報告を行い T男の様子をうかがった。病院で点滴を打ち，家に帰宅して
休んでいるということであった。女子生徒の申し出を伝えると，母親は感謝の思いを口にした。その
後，病状が回復せず，2週間ほど休みが続いたため，女子生徒からは宿題や配布物等を T男の家に届
けたいという要望があった。電話で T男に伝えると，そのようなことは一切しないでほしいという
意見がでた。
３．学級での支援
病状が回復し学校に出席することができるようになったが，部活の先輩に「お前さぼりやがって」
とののしられ，他のクラスの男子に「おむつ」，「おもらし」，「うんこ」などの罵声をあびせられたこ
とがすぐに判明した。学年会議の結果，T男の病気を他の生徒に説明しない限り解決に結びつかない
という意見にまとまった。
筆者は，T男を連れて保健室に行き，養護教諭を交えて部活の先輩や他の生徒達の理解を得るため
に，病気のことを話してもよいか確認した。自分の障害を他人に話すことについて，柘殖・秋田・納
富・佐藤は「本人にとってカミングアウトするということは，友達が自分の障害をどのように受け止
めるかという不安を伴わせるので，大変な勇気がいることなのである。しかし，本人が信頼する友達
に自分の障害について話そうとすることは大切なことであり，友達が，本人の抱えている障害につい
て理解を示し，共感してくれたならば，これからの生活していく上で，本人にとって大変心強い環境
をつくることができたということになる（４）」と述べている。T男は「病気のことを話すのであれば，
いじめを受けたほうがましだ。」と言い，打ち明けることを拒否した。しかし，同じ学級の生徒には
病気のことを伝えても構わないという発言があり，学級の生徒には自分のことを理解してもらいたい
と思っていることが伝わってきた。生徒指導専任教員との話し合いの結果，本人の意向を尊重する方
向で考えていくことになった。
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その後 T男は再度体調を壊し，しばらく学校には来ることはできなかった。学級では，学活の時
間を利用して T男の病気の詳細を説明した。どの生徒も真剣に話を聞いており，女子生徒の中には
涙を流して話を聞く生徒もいた。学級の中で T男へのいじめの行為がなかったこと，T男の悪口を耳
にすることが一度もなかったことに心から感謝していることを伝えた。しかし，他の学級の一部の生
徒からは悪口やいじめともとれる態度や発言があり，教員も全力で阻止するから，そのような場面に
遭遇したら学級全員の力で阻止してほしいと訴えた。
４．カウンセリングの様子
・面談　1回目
T男の病状も落ち着いてきたので，スクールカウンセラーとの面談を通じ，病状をスクールカウン
セラーにも把握してもらうことになった。初回ということもあり，母親も付き添ってきてもらったが，
母親が中心になって病気のことを話したので T男は何も話をしようとしなかった。そのため，次回
は母親が付き添わず，T男だけで面談を行うことにした。
・面談　2回目
本人からは，悩みはないので次回のカウンセリングの予約はとりたくないという意見が出た。カウ
ンセラーからは，T男は進学について不安があり，勉強に対する心配があるようだという報告を受け
た。病気のことを大変気にしており，自分を守る手段として，自分の気持ちと反対のことを発言し，
他人が言ったことを何でも否定するのではないかという見解であった。
また，LDの疑いがあることを明かされ，筆者は T男に思いあたる行動がいくつかあることに気づ
いた。例えば，道徳や学活の時間にアンケートや感想や作文については「書けない」と言ってくるこ
とが多かった。母親からは面倒くさがり屋で怠け者なので困っているということを聞いていた。筆者
はそのことが常に頭にあり，「書けないなんて言わないで書いてみよう」と声がけを繰り返していた。
T男に白紙を返却し，「書いてみよう」と何度言っても，一行程度の文章を書くことで限界の状態で
あった。
しかし，カウンセリングを受けた直後の学活の時間には，「しっかり勉強して，残り 1ヶ月を楽し
く過ごしたい。ちゃんと勉強していなかった。」と書くことができた。筆者は T男が，何事も面倒く
さがり，勉強が嫌いで国語も苦手だから書けないという間違った認識をして，指導を繰り返し行って
いた。もっと早くにつまずきに気がつき，適切な支援をしていれば，改善していくことができたので
はないかと後悔の念にさらされた。
母親も T男の病気についての検査は行っていたが，LDについて調べようとはしていなかった。も
し，筆者が LDではないかという気づきや疑いをもって T男に対応していたら，保護者に報告して，
検査を受けることや学校と家庭においても適切な支援を受けることができたはずである。LDには非
言語性能力において，オリエンテーション障害，社会的認知障害があり，言語性能力においては，言
葉の理解の障害，話し言葉の障害，読み障害，書く障害，算数障害があげられる（５）。LDの障害の種
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類では T男に書き障害の疑いがあったことになる。上野・中根は「書き障害のための治療教育プロ
グラムを立てるためには，言語発達のどの段階に問題があるかを明らかにする必要がある。本を写し
たり，文字を書かせたりする学習のみでは，思考や思想感情を文章で表現する言語的な学習能力を育
てることはできない（６）」と主張している。スクールカウンセラーからは国語や英語においても字を書
かせるではなく，視覚から取り入れるように工夫して支援を行ったらどうかという助言を受けた。そ
のため，授業では発達障害の疑いがある生徒に視点を置いた実践を試みることにした。
５．授業での支援
5.1　英語の授業
発達障害児への授業における具体的対応として，古荘は「指示は短い言葉で明確にし，複数の教示
を同時にしないように配慮する。指示はことばだけに頼らず，視覚，触覚などを利用する。その子ど
もの注意持続力を把握しておき注意持続力時間の 7割を 1単位として，その時間ごとに異なる課題を
与えるように工夫すること。教室で注意する時は，あらかじめその生徒と支援者の間で注意の合図を
照り決めておく。注意は強く短く，理屈は抜きで行うこと（７）」を提示している。
そこで，英語の授業では，「チャンツ（８）」に取り組むことにした。「チャンツ」とは，リズムに乗っ
て英語を口ずさみながら自然にセンテンスを覚えていくものである。授業を始めるウォームアップと
して導入部分に「チャンツ」を入れることにした。
授業の展開部分にはインタビュー形式のアクティビティゲームを取り入れ，生徒全員が教室を歩き
回る時間を作ることにした。T男のように他の生徒との交流が少ない生徒にとっては，英語でインタ
ビューを重ねることで，より多くの生徒と交流する機会を得ることができた。インタビューシートと
スタンプカードの教材を作成し，インタビューを行った人数が多いほど，スタンプをもらえるように
工夫した。その結果，T男にインタビューを行う生徒が増え，学級内の交流につながった。授業以外
の場面でも学級では温かい声がけが多くなり，学級の中では T男が安心して過ごすことができるよ
うになった。
5.2　道徳の授業
道徳の授業では，1年生の学年別指導目標として「中学生として基本的生活習慣を確立し，希望を
持って学校生活が送れることができる生徒を育てる。集団生活の中で思いやりをもって協力できる生
徒を育てる。」ことが掲げられていた。年間指導計画では「人間の弱さの克服・人間愛・感謝・思い
やり」を内容項目として挙げていた。そこで，友達の大切さや思いやりの気持ちについて考えること
を授業のねらいとすることに決めた。
大塚は「道徳教育が目指す方向は，学習指導要領に示された道徳性の育成であり，実践的には思い
やりの行動の育成である（９）」と言及している。また，指導内容としては「いのちを輝かせ思いやり行
動を発揮するようになるためには，何よりもまず，自分自身とのかかわりの根をはることが肝要であ
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る。具体的には自分には長所も短所もあり，そして，強い面も弱い面もある。さらには器用な面も不
器用な面もある。でもそれが自分であり，そんな自分を肯定的に受け止めていく。自己を肯定し受容
できる人間こそが，仲間を受け入れ，集団をより望ましい方向に変えていこうとする思いやり行動の
基盤となると言えるであろう（10）」ことを踏まえ実践に取り組むことにした。
授業で使用する教材としては「スノーマン（11）」を選んだ。「スノーマン」は本やビデオにも台詞が
一切存在しない。したがって，物語を通して生徒が自分自身と向き合うことができるのではないかと
考えた。プリント教材を作成し，登場人物の台詞を自由に書き込めるように場面ごとに吹き出しを作
る等の工夫を凝らした。映像教材として「スノーマン」のビデオを鑑賞させ，ストーリーを創造さ
せる授業展開を実践することにした。視覚教材の活用は，発達障害の生徒にも有効であると言われて
いる（12）。実際に映像が流れている間は，立ち上がって歩きまわることや騒ぎ立てる生徒はいなかっ
た。ビデオからは音楽と映像だけが流れ，生徒は台詞を想像しながら映像に集中していた。鑑賞終了
後には，「台詞がない物語は初めてだった」，「面白かった」，「もっと見たかった」という声があがっ
た。以下は授業終了後に書かせた生徒の感想の一部から筆者が生徒の学びや変化を感じとった箇所で
ある。（下線部は特に学びを感じた部分であり，感想は原文のままである）
・ 二人のやりとりは言葉がなかったけど，音楽を聞いて二人がどんな気持ちでどんな会話をして
いるかがだいたいわかりました。とけてしまったスノーマンを見てとても悲しい気持ちだった
と思う。でもありがとうって気持ちもあったと思いました。（みゆ）
・ セリフがなくても，表情だけでも言いたいことや気持ちは通じると思った。出会えて良かった。
またいつか会おう。そんな気持ちを持てる人に出会いたいし，今いる友達を大切にしたい。（あ
おい）
・ 言葉がなくても，こんなに笑えたり，悲しくなったり，いろんな表情を持って見ることができ
ました。とても良い作品でした。（ゆいな）
・ 言葉はなかったけど絵と音楽だけで想像できておもしろかった。最後スノーマンはとけてなく
なっちゃったけれど，その形見のようにマフラーが残っていてスノーマンの気持ちが分かった。
主人公もスノーマンのことがとても好きだったということが分かってあたたかい気持ちが伝
わった。（みちのぶ）
・ 言葉（セリフ）がないのに楽しいことやさみしいとことかすごく感情がつたわってきてみいっ
ちゃいました！ やさしい気持ちになりました。（みゆ）
・ セリフはなかったけれどすごく感情が伝わるお話でした。自分で考えるという面でもすごく良
いと思います。またきかいがあれば見たいです。（ちなつ）
・ 初めて見て，おどろいたことは，セリフがないのに，なにが言いたいのかつたわってきた。自
分でセリフをいれてみてさらに楽しくなってきた。また今度，見たくなってきた。（きょうこ）
普段の生活では，多くの言葉に囲まれている。コミュニケーションは言葉とのやりとりを中心に行
われているが，コミュニケーションには nonverbal-communicationも存在する。言葉以上に身振りや
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手振り，顔色や目つき，表情などはコミュニケーションを行うにあたって非常に重要なことである。
コミュニケーション能力の低下が叫ばれているが，人の気持ちを理解することはコミュニケーション
能力を高めることにつながる。言葉を使用しなくても人を傷つけたり，反対に温かい気持ちにもさせ
ることを感じ取れたことが読み取れる。T男は，LDの疑いがあり，文字や文章を書くことが非常に
困難である。感想は白紙もしくは一言しか書けない状態が続いていたが，今回の授業の感想には「と
てもおもしろかった。とてもいい話。子どもがいい人」と書いてあった。この授業は T男の心にも
響いたことが読み取れる。
視聴覚機器を活用した道徳の授業の長所として，山井は「言葉の表現で理解できにくいものを映像
によってなってくし，感動が深められ資料を活かすことがある。」ことを挙げ，短所としては「予期
しない方向に生徒の関心が向いてしまうことがある（13）」ことを指摘している。学級担任である筆者
には，映像から相手を思いやるような気持ちを汲み取ってほしいという願いがあったが，以下の感想
を記述した生徒もいた。
・面白かった。声がないから少しつまらない。少年はバカな……。（ひりゅう）
・ジェームスはキモくてウゼー。（まさき）
上記の生徒が作成した台詞には，「てめぇは今日からおれの手下だ」「あいつはとどめをさされるべ
きだ」「ざまあみろ」「死ね」と書かれている箇所が見つかった。普段の生徒の態度からも，物の扱い
方が暴力的であったり，暴言を吐いたりする言動が見られていた。「スノーマン」の映像には一切台
詞がなく，音楽と映像だけで物語が繰り広げられる。台詞がないということは，登場人物の心の動き
を自由に創造し，描写することができる反面，どのような言葉でも台詞にすることができるという危
険性を持ち合わせている。
学校で問題を抱えている生徒には，家庭内にも問題が見られることが多く，学校と家庭の連携は不
可欠である。授業に保護者が参加することによって期待できる効果として「学校，家庭が道徳教育上
の課題や，それぞれの役割を共通理解して同じ目的のもとに連携して推進していくことができる（14）」
ことが挙げられている。そこで，保護者面談の際に，「スノーマン」のプリント教材を実際に見ても
らった。保護者は自分の子どもが書いた台詞や感想に驚いており，家庭の中では生活態度が大変良い
ので，このような台詞を書くことが信じられないという意見が出た。
保護者と一緒に原因を探った結果，家では長男として，兄弟の中で一番しっかりしなければならな
いという気持ちでストレスを感じていたのではないかという見解に達した。また，他の生徒の保護者
からは離婚して母親がいないため，父親も仕事で帰りが遅く，コミュニケーション不足や本人の悩み
などに耳を傾けていなかったということが判明した。金井は「道徳の時間の指導は，教師のパーソナ
リティと生徒のパーソナリティとの交わり，つまり，教師と生徒の相互作用を通して行われる。した
がって，真に生徒の道徳性を育成する原動力は，教師と生徒の温かい人間関係であり，人間らしい教
師の態度であると信ずる（15）」と述べている。授業中に指導が完結するのではなく，この授業を一つ
のきっかけにして日々の関わりあいから，教師と生徒の信頼関係を深めたいと考えた。
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６．生徒の育ちと変容
特別な教育的支援を必要とする生徒だけでなく，誰もが自然に援助を受けられるような雰囲気を学
級全体に作り出すことは非常に大切である。指導過程として教員や保護者，スクールカウンセラー等
が協力して指導に取り組むことは不可欠であるが，一番重要なことは生徒同士助け合うような雰囲気
を作り出すことである。また，学級担任対生徒，生徒対生徒の信頼関係を構築しなければ，生徒の協
力を得ることは出来ない。生徒の協力なしには，決して特別支援教育は成り立たないことを事例を通
して学んだ。
下記の感想は学年末の最終日に書いたものである。生徒達は日頃から「39人全員が揃って 1つの
学級になる」と言っていたので，学級が解散する日に全員が揃って感想を書けたことは大変意味があ
ることであった。学級運営を通じて，特別支援教育が全ての教育に対しての基本であることを改めて
感じた。（生徒の感想は原文のままである）
・ 最初はクラスになれなくて大変だったけど，一致団結も出来たし，ふんいきも最高です。この
ままずっとこのクラスが良いです！！（ちなつ）
・ 最初クラスに入った時にこんなクラスで 1年間やっていけるかなと思っていたけど，今，考
えてみると，なぜそんな事を思っていたのかと思うくらいすごくいいクラスになっています。
（りょう）
・ 最初の時は不安で緊張しまくりで，怖かったけどクラスの皆とたくさん話をしていくうちに，
そんな気持ちもなくなって毎日がとても楽しくてたまらなかった！！！（あおい）
・ 最初は分からないことも多かったし，不安もあったけど，クラスのいいふんい気で不安もなく
なってきました。来年もこのクラスがいいと思いました。（かずみ）
・ クラスはとてもふんいきが良くおもしろかった。学校にくるのが楽しくなるようなクラスに入
れてとても良かった。2年になっても今のようなクラスを作っていきたい。（ひりゅう）
上記の感想は，最初は不安を感じていたが，最後には仲間と打ち解けることができ，次も同じよう
な学級になりたいと望んでいる感想である。また，雰囲気が良かったと書いている生徒が多いことが
特徴としてあげられる。例えば，合唱祭の練習時に，男子生徒と女子生徒が分かれて練習を行った
が，女子生徒のグループは一生懸命に練習しているのに，男子生徒のグループがふざけて練習をしな
かったことがあった。筆者は，女子生徒が男子生徒に注意を与えることによって，グループが分裂す
るのではないかと予想していた。しかし，女子生徒のリーダーは男子生徒に「みんな練習ばかりして
集中が切れたと思うし，ピアノがあったら誰でも弾いて遊びたいと思うから，今からピアノで遊ぶ時
間にしよう。みんな遊んでいいよ。その代り，遊んだ後は，みんな合わせて練習頑張ろうね。」と声
をかけた。男子生徒は嬉しそうにピアノの周りに集まり，遊んだ後は学級全体が一つになって練習す
ることができた。このように学級内で問題が生じた時には，生徒同士で解決しようと努力する姿勢が
あった。
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・ けじめはなかったけど，授業中もすごく楽しくできてよかったです。このクラスでよかったで
す。本当にありがとうございました。（きょうこ）
・ どこのクラスより最高なクラスだと思いました！！ このまま持ちこししたいぐらいこのクラス
が大好きでした。今までホントにありがとうございました。（ともみ）
・本当に良かった。みんなに出会えて本当良かった。ありがとうございました。最高！！（かおる）
・あんがとうー。さいなら （T男）
上記の感想は筆者や学級の仲間に対して感謝の気持ちが述べられている。恥ずかしさから口に出し
ては言えなくても，文章で感謝の気持ちを表すことができている。T男も感謝の気持ちを述べており，
生徒一人ひとりがお互いを尊重し，助け合うことができていたので率直に感謝の気持ちを表すことが
できたのではないかと感じた。英語や道徳の時間を通して，他者理解について考えさせる教材を用意
して取り組ませてきた。インクルージョンに基づく教育では，待井は「障害のある子どもが生活しや
すく，学びやすくすることが，障害のない子どもによい影響を与えると考えている（16）」と言及して
いる。発達障害の疑いがある生徒に視点を置いた授業は T男だけでなく，学級全体にも大変効果が
あったと言える。
まとめと今後の課題
特別支援教育において，大沼は「保護者の積極的な参加を促し，その意向を把握すると共に，子ど
もの障害等の状況分析や教育的支援の目標に向けて，学校や家庭における活動の連携を図ることが大
切である（17）」と指摘している。また，佐藤は「教育への参画を実現するためには，保護者を交えた
ケース会をこまめに開く必要がある（18）」と保護者支援を提案している。勤務校では発達障害である
卒業生の保護者を交え，保護者同士の勉強会を兼ねた交流会を開催した。学級担任を通して各学年に
呼びかけ，気になる生徒の保護者に限定して参加を促したため，実際に参加した保護者は一人だけで
あった。
勤務校の敷地内にはコミュニティーセンターが併設されており，地域との関わりを大切にしていた
が，趣味的な活動の時間しか設けられていなかったことは非常に残念なことである。学校の施設を有
効活用し，発達障害の子どもを持つ保護者だけに関わらず，全体の保護者に呼び掛けを行い，特別支
援教育を理解する機会を設けることが必要である。今後の課題として，教員が主体となるものだけで
はなく，医師やスクールカウンセラー等の専門家から保護者に理解を促す場面を設定していく必要が
ある。
発達障害を抱える生徒の多くが行動上の問題と学習上の問題を併せ持っていることが多く，二次的
障害として不登校やいじめ，人間関係のトラブルが発生しやすい。勤務校では，対策として教育相談
を実施していた。前期は，5月の末に 4日間，夏休み明けの 8月末から 9月にかけて 5日間，後期は
1月の中旬に 4日間の日程で教育相談を行った。教育相談は学級担任だけではなく，他の教員にも相
談することができる。学級担任と相性が合わない生徒がいることを配慮してチームで生徒を育てよう
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という試みの一つであった。授業は午前中で終了し，午後は相談時間となる。相談カードは事前に生
徒に配布され，相談したい教員を自由に選択できる形態であった。
しかし，教育相談を利用する生徒の数は少なく，筆者が学級担任をしていた学級では，教員に相談
カードを提出する生徒はいなかった。本当に深い悩みを抱えている生徒は，相談カードに書くことさ
えも出来ないでいる。また，自ら問題解決のために行動できる生徒は，問題が深刻化する前に，自己
解決できる能力を身につけている。期間や場所が限定されるのではなく，学校の中でもっと気軽にそ
して自然に教員や友達に相談できる時間や空間を作ることが大切である。また，このことは特別な支
援が必要な生徒だけでなく，誰もが自然に援助が受けられる雰囲気を学校全体に作ることにつながっ
ていくことであり，早急に解決しなければならない課題である。
今後は，本研究の成果をもとに，特別支援教育に重点置いた実践にさらに深く取り組んでいきたい。
特別支援教育が全ての生徒に対しての教育の基本であるということを念頭に，特別な支援を必要とす
る生徒への取り組みをさらに深めていきたいと考えている。
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